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こ
の
地
点
は
宮
山
、
新
出
両
県
の
境
を

一
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一
七
米

延

長

二
回
五
米
軍
畳
二
七
ト

な
す
境
川
水
系
の
河
口
を
遡
る
こ
と
約
七
一
〆

粁
上
流
に
用
水
根
境
を
設
け
、
と
の
流
水
一一政

水

路

延

長
三
五
、
玄
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を
右
岸
側
の
延
長
約
二
、
六
六

O
米
の
水
一
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路
に
よ
り
上
路
川
合
流
点
上
流
約
八

O
O
一

L
l

米
の
地
点
に
て
放
流
し
最
大
五
、
一

0
0

一
潰

防

署

だ

よ

り

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
発
電
す
る
水
路
式
の
も
の

一一

北
信
越
五
県
、
春
の
火
災
予
防
週
間
は

で
あ
る
。

一
四
月
－
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
で
す
。

取
水
口
は
朝
日
町
大
平
区
字
絹
知
里
で

放
水
口
は
同
じ
国
分
山
で
あ
る
。

一

此
の
期
間
中
に
会
町
の
予
防
査
察
を
行

取
水
寝
間
慌
は
堤
長
二
七
米
、
堤
高
－
ム
ハ

↑
い
叉
サ
イ
レ
ン
は
午
前
七
時
と
午
后
九
時

、
五
米
、
境
体
容
債
は
二
、
二
五
O
立
方

一
の
二
回
鳴
り
ま
す
。

米
で
置
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
堤

〈砂
防

‘

こ
れ
か
ら
は
空
気
が
舵
燥
し
、
火
事
平

穏
堤
型
》
で
あ
る
。

一
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
火
災
瞥
報
の
出
た

取
水
口

延
長

一
O
米
巾
四
、

八
米

時
は
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん

沈
砂
地

延長一－一

O
米

巾

六

、
五
米

火
災
締
報
発
令
中
は
支
所
、
叉
ポ
ン
プ

導
水
路
二
六
六

O
米

巾
一
、
九
米

一両さ
ニ
米

－
事
郎
前
に
掲
示
さ
れ
消
防
場
の
サ
イ
レ

ン

水
糟
・
延
長
五
C
米

内

五

米

一
塔
の
上
に
は
赤
由
の
吹
流
し
が
掲
げ
ら
れ

水
圧
管

一
条
直
径

て

四
米
よ
り

O
、

一
ま
す
。
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新

有

権

者

と

し

て
の

も
述
ベ
た
様
に
、
国
民
の
利
益
を
本
当
に

考
え
て
く
れ
る
人
を
選
べ
ば
、
自
然
に
、

私
達
の
生
活
に
良
い
結
果
が
現
わ
れ
る
事

は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
が
尚
正
し
い
政
治

が
行
わ
れ
な
い
の
は
、
金
の
力
を
借
り
て

立
つ
人
が
あ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
誰

を
選
ん
で
も
結
局
は
同
じ
だ
と
云
う
取
に

な
る
。前

者
の
犠
八日ロ
を
考
え
て
み
る
と
と
れ
は

絶
対
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
刷
出
由

を
一五
う
べ
く
も
な
い
の
．
た
。
例
え
幾
ら
か

の
金
を
貰
っ
て
そ
の
人
に
投
票
し
た
と
し

て
も
、
結
局
担
を
す
る
の
は
私
達
な
の
だ

そ
の
金
で
ど
れ
だ
け
、

暮
し
が
楽
に
な
る

だ
ろ
う
、
情
実
は
勿
論
、
戻
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
後
者
の
場
合
も
よ
く
耳
に
す
る

が
、
こ
れ
は
多
分
に
有
権
者
の
不
勉
強
に

も
あ
る
の
だ
と
思
う
。
決
し
て
悪
い
政
治

家
ば
か
り
で
は
な
い
。
公
正
な
政
治
家
達

も
居
る
、
良
く
な
い
政
治
家
遠
が
特
に
目

立
ち
、

正
し
い
政
治
家
違
は
目
立
た
な
か

っ
た
の
で
す
。
云
う
な
れ
ば
宥
権
者
の
人

達
も
そ
の
点
、
政
治
選
挙
に
大
い
に
勉
註

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
レ
で
し
ょ

う
か
。担

、
私
達
も
今
年
か
ら
そ
の
意
義
あ
る

選
挙
権
奇
行
使
す
る
の
で
す
。
が
、
と
の

際
私
遥
は
公
明
選
挙
を
悶
え
る
前
に
、
有

権
者
と
し
て
の
確
固
た
る
心
構
え
を
作
り

選
挙
に
対
す
る
関
心
を
大
き
く
持
ち
、
よ

り
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

良
い
人
を
選
ぶ
も
思
い
人
を
選
ぶ
も
、

有
桝
者
た
る
私
述
の
責
任
で
す
。
品
開
鮎
政

治
に
附
ら
ぬ
様
私
達
は
大
b
u

な
考
え
を
持

ち
、
大
会
な
闘
を
見
開
い
て
現
花
の
政
治

な
見
つ
め
る
べ
含
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
必

ず
如
何
に
公
明
選
挙
と
云
う
云
い
古
さ
れ

た
言
葉
が
大
切
な
事
で
あ
る
か
分
る
事
で

し
ょ
う
。

以
上
は
私
が
こ
の
度
成
人
式
を
迎
え
る

に
当
り
感
じ
た
事
で
す
が
、
最
后
に
云
ド
い

た
レ
惑
は
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
な
レ
限

り
日
本
の
国
は
相
変
ら
ず
こ
の
織
な
政
治

を
続
け
、
真
の
文
化
の
発
展
も
こ
れ
以
上

選

挙

に

対

す

る

自

覚
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望
め
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
事
で
す
。

私
は
多
〈
の
人
速
を
啓
蒙
す
る
事
は
出

来
ま
せ
ん
か
で
す
か
ら
私
一
人
で
も
今
日

か
ら
会
明
選
挙
を
実
行
し
て
ゆ
・
ざ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（探
見
君
は
制
日
竜
総
電
話
局
勤
務
で

こ
の
論
女
は
笛
山
県
の
優
秀
論
文
と
し

て
中
央
に
お
く
ら
れ
先
月
県
庁
で
公
明

選
挙
推
進
木
郎
、
及
び
自
治
庁
か
ら
の

表
彰
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
）

H
H
ブ
ラ
シ
ル
懐
リ
U

森

違

者五

l向

ヒ
ヨ
コ
一
九
O
O羽
入
れ
て
忙
し
い
日

を
送
っ
て
居
り
ま
す
。

一
月
八
日
に
峯
さ
ん
（
国
体
伯
国
団
長

）
の
所
に
特
っ
て
来
ま
L
た
。
国
体
も
盛

大
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
、
立
山
の
話
な
ど

も
致
し
も
う
一
度
立
山
に
登
り
た
い
で
す

祖
母
も
三
孔
で
す
か
、
時
々
祖
母
や
母

の
一
歩
を
見
ま
す
が
一元
気
な
夢
ば
か
り
で
安

心
し
て
ゐ
ま
す
。

達
雄
も
日
本
に
居
る
時
よ
り
人
に
負
け
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一
二
回
は
出
ま
す
サ

ン
ト
次
に
も
フ
ス

マ
一
と
に
し
て
ゐ
ま
す
。
何
し
ろ
試
験
は
全
部

を
取
り
に
符
今
、ま
す
言
葉
は
余
り
上
手
で
一
ブ
ラ
ジ
ル
諾
で
す
よ
、
試
験
は
H
本
と
同

あ
り
ま
せ
ん
が
ど
う
に
か
通
じ
ま
す
。
現
じ
で
す
、
で
も
ス
ク
ー
タ
は
一
回
で
取
り

在
外
人
一
人
パ
パ
ィ
、
マ
マ
ィ
、
盟
問
島
君
ま
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
も
ニ
．
一
エ
凹
は
以

と
五
人
で
や
っ
て
ゐ
ま
寸
が
今
度
中
ぱ
年
を

り
に
行
き
ま
す
が
ね
、
何
ん
だ
か
ま
と
ま

入
れ
て
親
速
に
楽
を
さ
せ
ね
と
ね
パ
パ
イ
り
の
な
い
似
り
に
な
り
ま
し
た
が
私
の
民

も
私
に
似
て
筆
不
精
で
ね
、
そ
れ
で
も
家
心
だ
け
は
酌
み
以
っ
て
下
さ
い
。

か
ら
の
手
紙
は
涙
を
流
し
て
読
ま
れ
て
私
今
日
は
こ
の
辺
で
、

制
時
時
上
川
．
弟
に

も
貰
泣
し
ま
す
よ
そ
の
反
は
父
も
気
を
思
も
紅
し
く
e

く
せ
ず
返
事
が
来
な
く
と
ヰ
手
紙
を
出
し

一

一
月
一

七

u

て
下
さ
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
達
肢
は
相
変
ら
．す
の
元
気

者
今
年
は
ス
タ
l
タ
を
克
っ
て
ジ
！
ブ
を

買
い
ま
す
。
三
月
に
迎
転
免
訂
を
．
取
る
こ

け
千
羽
鶴
を
折
る
運
動
を
進
め
鶴
を
折
る

こ
と
に
よ
り
一
人
々
の
原
水
燥
禁
止
に
対

す
る
意
識
の
品
揚
に
務
め
る
原
水
協
を
通

じ
被
爆
者
に
送
り
慰
問
す
る
。

。
其
の
他
地
方
活
動
に
就
い
て

川
公
報
「
あ
さ
ひ
」
を
通
じ
原
水
協
の
意

義
、
活
動
内
容
、
原
慢
の
観
害
の
恐
し

さ
等
を
掲
紋
し
一
般
町
民
え
の
啓
蒙
を

行
う

M
W
吠
岡
「
第
五
裕
竜
丸
」
の
推
薦
そ
の
他

カ
ン
パ
運
動
等
に
つ
い
て
も
具
体
的
に

は
そ
の
都
度
狸
事
会
に
お
い
て
審
議
す

る。

。
予
算
制
成
に
関
す
る
件

予
算
に
つ
い
て
は
昨
年
の
活
動
実
績
を

見
て
検
討
さ
れ
た
。
第
五
回
世
界
大
会

派
遣
三
名
、
日
山
県
民
平
和
集
会
、
平

和
自
転
車
リ
レ
l

（泊
l
糸
魚
川
〉

県
原
水
協

m
m会
等
を
基
と
し
て
検
討
し

た
結
巣
年
間
活
動
費
五
万
円
は
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
就
い
て
各
団
体
の
負
但
に
つ

い
て
も
次
期
理
事
会
迄
に
検
討
し
結
論
を

持
ち
よ
る
又
募
金
等
に
つ
い
て
も
そ
の
都

度
審
議
す
る
。

話

柳

四

O

一

膝
（
接
木
）
六

O
一

賞
金
こ
で
ま
り

一

五
O

一

り
ん
し
よ
う
ば
い

五
O
一

ど
う
ら
ん
つ
L
じ

一

六

O
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（述
Mm
引
は
料
日
町
山
崎
山
主
の
お
帆
附
引
制

限此
さ
ん
の
次
却
で
一
昨
年
ブ
ラ
ジ
ル
に
移

民
さ
れ
ま
し
た
）

マ・
・

4

ひ

緑

化

運

動

に

協

力

L

ま

荒
れ
保
て
た
戦
後
の
同
土
を
緑
化
し
よ
午
前
九
時
よ
り
（
雨
天
決
行
）

う
と
全
同
的
に
こ
の
制
化
巡
動
が
民
間
さ
二
、
協

所

制

日

町
役
峨
前

れ
て
か
ら
今
年
で
十
年
目
が
迎
え
ら
れ
今
ニ
ニ
、

主

催

下

新
川
地
林
楽
改
良
普
以

年
も
色
々
と
そ
の
縁
化
運
動
行
事
が
進
め

一

協
会

朝
日
町
林
業
改
良
協
議
会

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
四
、
後
援
下
新
川
県
事
務
所

岐

阜

県

に

お

い

℃

航

樹

祭

が

開

催

さ

れ

た

制

日

町

役

場

際
に
天
皇
の
御
一
軟
に

一
五
、
則
売
樹
萄

「
ひ
と
ひ
と
と
富
木
を
杭
え
て
思
う
か
な

一

色
3

一
本

森
を
そ
た
つ
る
そ
の
い
た
つ
き
を
」
一

占
E

単
価

と
お
詠
み
に
な
り
巨
大
な
殺
後
の
木
材
需

一庭
ロ
樹

円

要
、
治
山
、
治
水
、
利
用
の
た
め
非
常
に

一
し
．た

れ

桜

三

O
一

重
要
な
役
割
を
も
っ
ゑ
林
業
者
の
労
苦
に
一
牡
吋
削
除
三
王

思
い
を
い
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
芥
祭
し

一
吉

野

桜

三

O

今
年
は
皇
太
子
殿
・下
の
御
成
婚
の
年
で
も
一
背

桐

六

O

あ
り
記
念
舶
林
に
特
と
緑
化
事
策
に
御
協

一
ポ
プ
ラ
一
一
一

O

力

闘

い

ま

す

．

州

問

答

七

O

尚
此
の
起
動
に
呼
応
し
て
紅
記
に
依
り

－
花

木

前
木
の
則
究
会
を
側
似
品
川
し
ま
す
か
ら
せ

一
リ

ラ

い
ぜ
い
御
利
川
下
さ
る
線
、
御
案
内
申
し

－
く
ち
な
し

上
げ
ま
す
。

あ
ぢ
さ
い

叉
則
先
本
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

一
山

茶

花

御
利
則
の
方
は
早
自
に
お
越
し
下
さ
い
。

一
狭

竹

挑

記

一

さ

つ
き
小

時

一

大

し
よ
、

円

j

さ

朝
日
町
連
合
青
年
団
の

新

役

員

一一一月
七
日
合
同
委
員
会
を
聞
い
て
三
十
四

年
の
新
役
員
を
左
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

団

長

道

用

貰

之

副
団
長
中
島
喜
英
、
高
田
周
て

石

原

信
子

総
務
護
員
長

体
育
委
員
長

文
化
要
員
長

産
業
要
員
長

家
政
蚕
員
長

あ

一
本

単
価

円

き
り
し
ま
六
O

ア

ザ

レ

ヤ

八

O

平
戸
つ
つ
じ
七

O

白
木
辿
大
九
O

小

七

O

れ
ん
ぎ
よ
四

O

泰

山

木

七

O

え
に
し
．
た
白
五
O

賞
四

O

乙

女

持

八

O

沈

丁

花

六

O

パ
ラ
ハ
四
手
咲
〉七

O
六
O

品
目

第 43号

水

野

明

佃

邦

夫

九
里
魁
盛

長
舵
明
雄

水
島
留
夫

吉
江
貞
夫

折
谷
率
七

道
用
貰
之

近
藤
民
子
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三
証

四

O

一

四
O

一

七
O

一

四
O

一

五
O

一

八
O

一

(3) 

ち
る
ば
ら

四
月
二
日
、
三
日
阿
日

一、
日

4
E
t
n
H
U
？『一
u



〔4)

水

稲

最
近
畑
苗
の
増
牧
率
が
高
い
の
で
技
術

的
に
自
信
が
あ
れ
ば
ビ
ニ
ー
ル
畑
苗
代
、

電
熱
背
苗
、

ハ
ウ
ス
背
苗
等
続
営
に
う
ま

畑
苗
代
の
作
り
方
に
つ

女
準
備
す
べ
き
資
料

一あ
る
。

制
り
竹
ハ
ヒ
プ
〉
長
さ
七

・
五
尺
（
一
一
・
一
法
水
と
床
土
消
躍
畦
作
り
前
日
ま
で
ど

四
五
川
）
幅
一

寸
位
の
割
竹
宏
畦
の
長
さ

一
ん
な
天
候
状
態
で
あ
っ
た
か
に
よ
り
注
水

一
尺
五
可
の
一
H
H
一
本
の
割
合
で
作
る
一

一程
は
具
る
が
要
す
る
に
注
水
直
后
床
土
を

坪
当
四
本
必
要

一一
期
り
取
っ
て
み
て
撮
っ
た
場
合
、
薄
ム
シ

竹
の
杭
鳩
目
押
へ
用
と
し
て
長
さ
八
寸
一
ロ
又
は
萱
等
を
床
面
に
般
い
て
そ
の
上
か

の
抗
を
一

坪
当
八
本
の
割
合
で
作
っ
て
お

了
り
注
水
す
べ
き
で
あ
る
。
濃
水
が
終
れ
ば

く

一

虫

枯

病

を

予

防

す

る

た

め

坪
当
ウ

ス
プ
ル

ビ
ニ
ー
ル
又
は
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
・
：
本
田
面
一
ン
一

、

0
00
0液
を
五
升
位
如
露
で
撤

積

一
反
歩
に
つ
き
六
尺
巾
の
も
の
三
坪
位
一
布
す
る。

良
質
の
推
肥
及
び
肥
料
；
・
年
越
し
た
宅
熟
一掃
彊
及
覆
土
芽
出
し
を
充
分
す
る
こ
と

棋
肥
が
あ
れ
ば
床
面
積
一
原
に
つ
き
ニ
〆
一は
発
芽
を
均
一
に
す
る
第
一
条
件
で
あ
り

硫
安
一
ニ

O
匁
過
石

二
一

O
匁
硫
加
五

O
一種
却
の
長
さ
位
に
芽
出
し
し
た
も
の
を
坪

＼

1
1凶
W
1
1也

p
d，
K
泊川

i
p－－

M
Rl／

当
四

1
五
合
程
度
を
播

（
会
議
AA
5
Y

HY
命
説
A
E
V
）
衝
す
る
。

／
｜
〕
情
l
l
L
a
下

川
》
介
川

La
需
「
l
M
鱒

（

＼

そ

の

上

に
畑
土
を
金
網

匁

一
で
一
泊
し
た
細
か
い
も
の
を
組
組
の
三
J
五

位
薬
そ
の
他
；
・ア
ル
ド
リ
ン
粉
剤
ウ
ス
．フ
一倍
位
の
厚
さ
に
斑
土
し
坪
当
七
J
八
升
部

ル
ン
蹴
度
計
を
準
備
す
る

一水
す
る
。

人凶
作

リ

方

一波
提

：
ク
ン
タ
ン
は
保
折
苗
代
問
機
に
必

設
置
場
所
：
成
る
可
く
用
水
路
に
近
い
所

一要
で
あ
る
が
覆
土
程
重
喪
主
が
な
い。

ク

で
矧
跡
が
よ
い

一
ン
タ

ン
の
上
に
保
折
商
代
の
古
紙
を
数
き

陸
一
的
政
雨
積
・
畦
巾
五
尺
位
は
最
も
適
し

一次
に
監
の
中
央
六
尺
毎
に
木
抗
を
打
ち
こ

た
も
の
と
思
わ
れ
、
叉
当
三
坪
前
后
の
昨
二
み
ほ
γ

川
よ
り
八
寸
位
の
一
両
さ
に
す
る
。
そ

を
準
備
す
べ
き
で
あ
る
。

の

七

に

竹
を
ニ
ツ
剖
に
し
て
釘
で
打
ち
つ

施
肥
：
前
も
っ
て
準
備
し
た
堆
肥
、
硫
安
け
竹
の
ヒ
ゴ
を
慌
の
両
肩
に
さ
し
こ
み
ト

過
石
、
庖
加
、
ア
ル
ド
リ
ン
粉
剤
〈
坪
当
ン
－
不
ル
を
作
り
ピ
ニ

l
ル
を
か
け
て
両
端

一
五

O
g）
位
を
均

一
に
整
地
し
た
畑
に
を
竹
杭
で
鳩
目
で
押
へ
て
土
寄
せ
す
る
。

ム
ラ
無
く
施
し
＝J

寸
内
外
の
深
さ
に
よ
く

一橋
極
后
の
温
度
及
水
管
理
：
・
温
度
管
理
を

切
り
ま
ぜ
て
紳
士
を
兼
ね
出
来
る
だ
け
丁

一適
切
に
せ
ぬ
と
折
角
作
つ
た
積
の
素
質
は

寧
に
整
地
す
る
。

一木
良
と
な
っ
た
り
、
ム
レ
苗
に
よ
っ
て
苦

鎮
圧

・
施
肥
が
終
れ
ば
ヌ
キ
板
等
で
床
面

一不
足
・を
招
く
こ
と
が
多
い
の
で
次
の
点
に

を
水
平
に
灼
ら
し
暁
の
両
端
に
合
ひ
向
ひ
一充
分
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

に
な
っ
て
厚
い
叡
（
耕
転
機
橋
板
等
で
〉

一
－
、
掲
額
后
五
J
七
位
で
発
芽
揃
と
な
る

充
分
鎮
圧
す
る
。
こ
の
鎮
圧
が
不
充
分
で

一が
こ
の
期
間
は
高
温
を
必
要
と
す
る
の
で

あ
る
と
発
茅
も
不
整
へ
と
な
り
良
苗
の
確

一三一

O
C
位
に
し
て
、
ビ
ニ

ー
ル
を
掛
け
た

保
が
出
来
な
い
の
で
注
意
し
た
い
も
の
で
一ま
ま
と
し
て
発
芽
揃
ひ
后
は
床
内
臨
度
を

も
，

．．
 

，
 

く
取
入
れ
て
ほ
し
い
。

健
苗
の
第
一
は
よ
い
た
ね
を
選
ぶ
犠
水

選
と
ウ
ス
プ
ル
ン
梢
躍
を
忘
れ
ず
に
行
ふ

？』

L

」。
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噌

i
n
u
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五
C
を

目

標

と

す

る

。

一

ら

フ

ラ

ト

1
ル
を
少
し
薄
め
て
大
豆
を
｝

二
、
完
全
曲
が
本
葉
ニ

・
豆、
t
三
枚
位
に
一
昆
夜
浸
し
て
悶
場
の
あ
せ
や
穴
の
中
に
二
一

追

肥

な
れ
ば
日
中
は
ビ
ニ
ー
ル
を
は
ず
し
夜
間

一
J
一
ニ
粒
宛
入
れ
る
こ
と。

一

一

一早
春
に
氏
の
全
面
撒
布
す
る
叉
展
葉
前
に

の
み
ピ
了
ル
を
か
け
る
、

田
随

一
O
B
一

病
棟
の
抜
取
り

一尿
禁

T
K
こ
と
か
し
て
極
く
薄
い
も
の
を

前
頃
か
ら
特
に
降
雪
の
な
い
限
り
ピ
ニ

l

－背
カ
ピ
病
U
芽
の
地
際
が
位
さ
れ
上
部
は

一施
す
し
じ
い
あ
る
。

ル
を
か
け
ず
自
然
環
境
に
馴
ら
す
。

一
紫
色
と
な
っ
て
時
形
念
日
甲子

る。

一

昨日抑制…一…一一一一出品川
一一………一一一一一間報

商
取
り
・
回
一
胞
の
時
間
は
五
月

一
O
目
前
一

！

－j
壊
肥
料
病
虫
害
、
き
底
園
芸
生
活
霊
山
口

后
で
木
葉
四

・
五
？
五
枚
で
草
丈
の
短
く

一

排

水

の

考

へ

方

に
つ
い
て
受
講
者
は
ご
十
数
名

が
っ
ち
り
し
た
も
の
が
良
い
苗
で
あ
る
。
一
今
は
発
根
伸
長
期
で
寸
か
ら
刷
場
の
排
水
一
で
あ
っ
た
。

春
そ
さ
い
の
播
種

一

、
f
J、
ぶ
，
．い
、
．
y
－り

．バ

．．
 J
－，

バ：・
）

＝
一
月
中
下
旬
に
ト
ウ
立
つ
の
し
な
い
三
寸
一

森

林

組

合

の

合

併

に

つ

い

て

人
参
、
・ホ
ウ

ν
ン
ゾ
ウ
、
早
生
小
カ
プ
を
一
二
3
1
1
引
l

月

ノ

（

ノ

イ

E

蒔
く
と
よ
い
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
と
発
芽
一
「
あ
さ
ひ
」
二
月
号
に
森
林
組
合
合
併
の
一

曹
の
提
出

や
さ
宵
が
早
い
か
ら
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必
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性
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合
併
の
謀
本
方
針
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合
併
の
予
定
期
日
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七
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た
い
ホ
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レ
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日
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簡
に
近
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組
合
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方
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協
力
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の
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に
制
限
が
あ
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ま
す
の
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お
も
な
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の

一①
定
款
の
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と
な
る
事
項
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十
項
目
〉
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と
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の
み
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せ
て
戴
き
ま
す
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合
併
契
約
後
の
解
約
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項

馬
鈴
訴
の
附
付

一
去
る
二
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十
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び
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十
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に
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合
併
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行
上
必
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な
事
項
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出
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会
を
開
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三
月
十
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合
併
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後
の
天
災
不
測
事
項

ス
病
に
感
染
し
て
い
な
い
も
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納
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時

一
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日
森
杭
組
舎
長
会
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を
開
催
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議
の
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一⑪
合
併
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約
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後
の
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約
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反
し
た
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仲
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も
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と
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い
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一

議
会
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協
力
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お
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い
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か
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あ
り
ま
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叉
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に
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度
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し
合
併
契
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右

一森
毎
に
盟
事
会
が
開
催
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反
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合
併
の
た
め
の
総
会
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地
区
毎
に
開
催
さ

去
る
二
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二
十
四
日
泊
中
学
校
に
お
い
て

収
入
と
な
り
来
年
の
閉
村
球
が
残
り
跡
国

一
れ
る
予
定
に
協
議
が
な
っ
て
お
り
ま
す
。
交
通
の
指
導
啓
蒙
と
交
通
道
徳
の
昂
揚
に

の
米
牧
を
合
計
す
る
と
氷
雨
の
三
倍
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確

一合
併
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約
書
の
お
も
な
も
の
は。
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下
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の
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催

一は
黒
東
交
通
安
全
協
会
、
入諸国
警
察
署
よ

さ
い
。

一①
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